
氏名 坂井　秀弥

学部担当科目

・考古学概論
・考古学研究法
・考古学特殊講義
・考古学演習
・世界遺産文化財学演習

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・考古学演習
・考古学特殊講義
・
・

授業科目

平　成　２２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本考古学協会　考古学研究会　日本遺跡学会　木簡学会　条里制・古代都市研究会
新潟史学会　たたら研究会　物質文化研究会ほか

古代・中世における集落・生産流通史　　文化財行政の歴史、保存・活用の実践的研究

文化財・考古学の理解のためには、現地・現物に直接触れることが何よりも重要であ
り、その遺跡・文化財が行政城どのように扱われているのか、考古学などの研究がどの
ように行われているのかを実際に見聞することが重要である。そのため、各科目におい
ては、学外授業を行っている。22年度は、奈良市平城宮跡・奈良市元興寺極楽坊・なら
まちセンター・明日香村飛鳥資料館・高槻市今城塚古墳・大和郡山城跡などを見学・巡
検した。

関西学院大学大学院文学研究科博士前期課程修了

学術博士（新潟大学）

日本考古学　文化財学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

大学院博士後期課
程担当科目

・考古学特殊研究
・
・
・

通信教育部担当科
目

・考古学概論
・
・
・



日本遺跡学会運営委員、考古学研究会全国委員　文化庁文化財部調査員、文化庁発掘調
査のてびき作成委員　人間文化研究機構国立歴史民俗博物館運営会議委員、三重県文化
財保護審議会委員、滋賀県文化財保護審議会委員、大阪市環境影響評価専門委員会委
員、豊中市文化財保護審議会委員、財団法人大阪府文化財センター評議員、平泉遺跡群
調査整備指導委員　太田市史跡上野国新田郡庁跡調査・整備専門委員会委員　新潟県立
歴史博物館研究事業アドバイザー　金沢城跡玉泉院丸跡調査検討委員会委員　白山市横
江荘遺跡調査委員会委員　珠洲陶器窯跡保存管理計画策定委員会委員　信長居館発掘調
査専門委員　松阪城跡保存管理計画策定委員会委員　史跡伊賀国庁跡保存管理計画策定
委員　石清水八幡宮境内遺跡調査専門委員会　鳥坂寺跡調査検討委員会委員　土丸・雨
山城跡調査指導委員会委員　竹田城跡と城下町の保存活用検討委員会委員　斑鳩町文化
財センター運営委員　史跡田儀櫻井家たたら製鉄遺跡整備検討委員会委員　南城市文化
財保護審議会専門委員など

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

教務委員　国際交流委員　就職委員



単著

単著

単著

単著

④

②

⑤

①

③

④

⑤

①

③

（その他）

②

⑤

⑤

④住民の地域づくりを支える
文化財行政の展開

③日本住宅公団覚書と地方の
埋蔵文化財保護行政

日本の文化財行政の特質を概観し、
自治体が地域とともに文化財の保存
活用を進めている動向とその課題を
検討した。

（学会発表）

①地方官衙と門

②古代の史跡整備と保存・活
用

②

③

④

日本の埋蔵文化財保護体制は、1965
年の日本住宅公団覚書において、地
方公共団体が発掘調査を行うとした
ことに端を発し、世界的な体制が整
備された。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2010年12月

2011年1月

2010年11月

2011年3月

古代の国府・郡家・城柵における門
の構造を概観し、その特質を検討し
た。

古代の史跡整備と保存・活用事業の
現状を概観し、その課題と今後の方
向性について論じた。

奈良文化財研究所、
『古代官衙・集落研
究会報告書 官衙と
門』報告編

日本歴史学会編集、
『日本歴史』752号

『坪井清足先生卒寿
記念論文集』

神戸大学文学部『歴
史文化に基礎をおい
た地域社会形成のた
めの自治体等との連
携事業』


